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鳥取県・鳥取市・米子市
新型コロナウイルス感染症・サル痘対策緊急会議

 日時：令和４年７月２６日（ 火 ）午前１１時３０分から

 場所：鳥取県庁災害対策本部室（第２庁舎３階）

 出席：知事、副知事、統轄監

新型コロナウイルス感染症対策本部事務局、危機管理局、総務部、福祉保健部

（テレビ会議参加）

東部地域振興事務所、中部総合事務所、西部総合事務所、日野振興センター

鳥取市長、鳥取市保健所長

米子市長

鳥取大学医学部 景山教授（アドバイザー）

 議題：

（１）県内の感染状況について

（２）サル痘について

（３）その他
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新規陽性者数の推移

管轄保健所 鳥取 倉吉 米子 全県計

累計陽性者数 8,326 3,41２ 11,97７ 23,71５

1/4〜7/26の保健所ごとの累計発表陽性者数

【公表日ベース】
7日間移動平均人/日

過去最多
7/26；587人
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特別警報

警報

注意報



鳥取県 鳥取市 米子市

今までで一番うつりやすい強力なウイルス「BA.5」が全県的に広がっており、

県東部をはじめ急上昇しています

県全体で過去最多を更新しましたが、勢いが強く、更なる急拡大が懸念され、

このままでは医療逼迫や社会経済活動への影響が重大化しかねません

感染拡大を止めるために、一人一人が基本的な感染防止対策の徹底・レベル

アップをし、御自身・大切な人の命と健康や生活を守りましょう！

 正しいマスクの着用や密を避ける

 空気の流れを意識した換気

 人と人との距離の確保（２ｍ程度）

 共用物の消毒の徹底

 宴席では黙食・マスク会食・換気の徹底

 県外往来時は感染リスクの高い場所を回避 など

鳥取県・鳥取市・米子市 緊急共同メッセージ
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県庁BA.5第７波対策緊急体制による保健所応援の更なる強化

陽性者数が倍増しても保健所業務に遅れが生じないよう、県庁全体での
応援体制を更に強化し、保健所機能を維持
◆疫学調査、My HER-SYS(陽性者等の健康管理システム)による健康観察、夜間の

受診調整等に遅れが生じないよう、本庁等からの応援職員を増員
・疫学調査を各部局で実施し、陽性者数に応じて聞取者を柔軟に増員

・保健所の実施する学校・保育所等でのPCR検査が滞らないよう、必要な業務支援を実施

・米子市から保健師等の応援受け入れを継続し、陽性者等への早期の連絡や相談体制を増強

・早期に集団感染を抑え込むため、副知事トップの「BA.5・第7波特別対策調整本部」も連携してクラスター対

策を実施

◆保健所業務の外部委託化を更に推進し、県庁全体の負担を軽減
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◎県庁全体で不急業務の先送り等を徹底し、コロナ関連業務を最優先
・一部所属については、固定的に保健所等の応援業務に従事 （例：試験研究・調査、監査・検査、研修、観光・交流、徴税）



鳥取市保健所における第７波対応の更なる強化

◎陽性者の爆発的な増加に伴い重篤化リスクのある陽性者の対応に遅れが生じること
のないよう、各部局・総合⽀所からの応援動員を引き続き⾏う。

日々２０人の応援動員を第7波に対応するため、２８人に増員し、２７日から更に５人増員

し、３３名の応援動員を実施。

◎コロナ対応業務の一部を５⽉１９⽇から外部委託。６⽉に更に外部委託を拡⼤
し、陽性者に対応
（１）積極的疫学調査・健康観察・夜間相談に関する業務

〇新規陽性者への聞き取り、PCR検査の結果報告、在宅療養者、濃厚接触者の健康観察、夜間電話相談

（２）患者移送業務

（３）在宅療養者への物品等配送業務

（４）PCR検査
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「サル痘対策情報連絡室」の設置
○7月25日、東京都内で国内初のサル痘患者が確認
○サル痘感染対策にあたるため、本日、県庁健康政策課内に｢サル痘対策情報連絡室｣を開設
＜経緯＞ 7月23日 WHOは「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態（PHEIC）」に該当する旨を宣言

世界７２か国・地域から、約１４，５３３例の確定例及び可能性例の報告(～７/2０WHO）

7月25日 日本も感染症危険情報(※)のレベル1を発出 ※全世界を対象に渡航などに関する注意喚起を促す

〇鳥取市とも連携を図りながら、保健所での疑い事例発生時の体制を準備
◆暫定症例定義に該当する疑い事例の把握
⇒ 県内の医師会等へ該当症例の報告、検体提供について協力依頼済(5/23、6/3、6/20、7/13）

〔暫定症例定義〕

下記の①～③全てを満たす者を指す。

① 他の疾患で説明困難な急性発疹を呈している。
②発熱（38.5℃以上）、頭痛、背中の痛み、重度の脱力感などの症状を呈している。
③ サル痘の症例が報告されている国の滞在歴があり、滞在先で他者との濃厚接触があるなど疫学的な関連が疑われる。

◆保健所による積極的疫学調査の実施
⇒ 疑い例に対して、渡航歴、接触歴、症状の経過などの聞取り調査を実施

◆治療体制
⇒ 鳥取大学医学部附属病院、県立中央病院、県立厚生病院で治療にあたる体制を構築済

◆県衛生環境研究所における検査体制の整備
⇒ PCR検査による体制整備済

※検体については保健所により衛生環境研究所へ搬送
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鳥取県サル痘相談窓口の設置

体調にご不安のある方、感染しているかもとご心配のある方は県庁に設置する相
談窓口にご相談ください。

「鳥取県サル痘相談窓口」

・電 話 ０８５７－２６－７２２７
・ファクシミリ ０８５７－２６－８７２６
・メールアドレス kenkouseisaku@pref.tottori.lg.jp

※令和４年７月２６日（火）～
平日の午前８時３０分から午後５時３０分まで
(緊急時は０８０－１９３３－３３５１)
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サル痘予防のお願い

【予防】
◆感染者及び有症状者の飛沫・体液等との接触を避ける。
◆石鹸やアルコール消毒剤を使用した手指消毒の徹底。
◆流行地ではｳｲﾙｽを保有する可能性のあるげっ歯類等との接触を避ける。

【基本情報】
１ 病原体
・ポックスウイルス科オルソポックスウイルス属サル痘ウイルス(感染症法上の４類感染症に指定)。
２ 感染経路
・アフリカに生息するリスなどのげっ歯類をはじめとするウイルス保有動物との接触により感染。ヒトからヒトにも感染し主に接
触感染、飛沫感染するとされる。
・感染した人や動物の皮膚病変・体液・血液との接触（性的接触を含む）、接近した対面での長時間の飛沫曝露、患者が
使用した寝具等との接触などにより感染。

３ 潜伏期
・通常７～１４日（最大５～２１日）。症状の出現から、発疹が無くなるまでは感染させる可能性。
４ 臨床症状
・発熱、頭痛、リンパ節腫脹などの症状が０～５日程度持続し、発熱１～３日後に発疹が出現。
・多くの場合、２～４週間持続し自然軽快するが、小児例や合併症等によっては重症化する場合もある。確立された治療法
はないが、天然痘ワクチンによって発症予防効果があるとされる。
・重症例では臨床的に天然痘と区別できず、従来のサル痘流行国であるアフリカでの致命率は数～10%と報告。今般の流
行において、常在国（アフリカ大陸）以外での死亡例の報告はない。

過度に心配することはありません。基本的な感染防止対策を徹底しましょう！
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